
か
く
も
多
種
の
版
本
が
『
金
置
要
略
』
の
テ
キ
ス
ト
底
本
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、
版
本
相
互
の
異
同
は
研
究
解
釈
の
み
な
ら
ず
臨
床
に
も
直

結
す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
底
本
の
選
定
に
正
当
な
結
論
を
与
え
る
こ
と
は
焦
眉
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
こ
の
た
め
に
は
現
存
版

本
の
調
査
・
掌
握
と
系
統
の
解
明
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
じ
め
て
各
版
の
優
劣
を
定
め
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
研
究
は
以
上

の
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
、
『
金
置
要
略
」
諸
版
の
文
献
学
的
考
察
に
よ
る
最
善
本
・
次
善
本
の
論
定
を
目
的
と
す
る
。

．
（
八
）

『
金
置
要
略
』
が
現
行
の
形
態
に
初
め
て
編
成
さ
れ
た
祖
刻
本
は
、
北
宋
・
治
平
三
年
（
一
○
六
六
）
校
刊
と
推
知
さ
れ
る
「
大
字
本
」
で

古
典
籍
の
研
究
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
正
確
な
テ
キ
ス
ト
を
選
定
す
べ
き
こ
と
は
周
知
に
属
す
る
。
と
り
わ
け
記
述
内
容
が
現
実
の
臨
床
に
応

用
さ
れ
る
漢
方
古
典
は
、
よ
り
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
必
須
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
『
金
置
要
略
』
は

『
傷
寒
論
』
と
な
ら
ぶ
漢
方
の
重
要
古
典
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
も
テ
キ
ス
ト
の
底
本
と
す
べ
き
版
本
に
定
説
が
な
い
。
す
な
わ
ち
多

（
一
）
（
二
）
（
三
）
（
四
）
（
五
）

紀
元
簡
・
山
田
業
広
は
明
刻
「
徐
熔
本
」
を
、
森
立
之
は
和
刻
「
爺
橋
本
」
を
底
本
と
し
、
岡
西
為
人
は
明
刻
「
趙
開
美
本
」
、
石
原
明
は
明

（
六
）
（
七
）

刻
「
粛
橋
本
」
、
任
応
秋
は
近
代
活
版
「
徐
鋳
本
」
を
底
本
に
推
奨
す
る
。
さ
ら
に
『
経
籍
訪
古
志
』
は
「
明
代
倣
宋
本
」
を
諸
版
の
筆
頭
に

掲
げ
る
な
ど
、
ま
さ
に
諸
説
紛
煮
で
あ
る
。

緒

言

趣
稚
極
極
雲
錐
鐡
埠
咋
評
哩
苓
罎
塞
癩
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
八
日
受
付

『
金
置
要
略
』
の
文
献
学
的
研
究
（
第
一
報
）

ｌ
元
・
都
珍
刊
『
新
編
金
置
方
論
」
Ｉ

真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
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上
中
下
三
巻
。
毎
半
葉
匡
郭
・
縦
約
一
九
・
六
叫
横
約
一
二
・
六
ｍ
（
巻
上
第
三
ｌ
四
葉
の
拳
縦
約
二
○
・
四
四
横
約
一
二
・
八
四
。

四
周
双
辺
、
有
界
。
版
心
は
小
黒
口
、
上
下
黒
魚
尾
、
上
魚
尾
下
に
「
金
方
」
の
二
字
と
巻
次
、
下
魚
尾
下
に
葉
次
を
刻
す
。
鄙
珍
序
は
行
書

体
で
二
葉
、
毎
半
葉
八
行
・
行
一
四
字
、
未
尾
に
都
珍
の
印
五
種
を
刻
す
。
宋
臣
序
（
撰
者
無
記
小
文
を
後
付
）
一
葉
、
目
録
七
葉
、
巻
上
二
九

葉
、
巻
中
二
六
葉
、
巻
下
二
○
葉
。
各
半
葉
は
一
三
行
・
行
二
四
字
。

（
九
）

あ
る
。
こ
れ
に
続
き
、
同
・
紹
聖
元
年
（
一
○
九
四
）
に
は
「
小
字
本
」
の
刊
行
が
国
子
監
に
勅
命
さ
れ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
早
く
に
散
逸

し
た
と
思
わ
れ
、
現
存
本
は
筆
者
ら
の
調
査
で
は
元
以
後
の
版
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
現
代
ま
で
の
合
刻
本
や
後
印
本
・
影
印
本
を
含
め
、

（
一
○
）

現
時
点
で
五
九
種
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
部
は
孤
本
や
希
観
本
に
属
し
、
近
代
以
降
の
目
録
類
や
報
告
に
未
見
の
版
も
少
な
く

（
一
一
）
（
一
一
一
）

筆
者
ら
は
本
調
査
研
究
の
過
程
で
、
近
代
以
降
未
報
告
か
つ
日
本
に
現
存
し
な
い
善
本
古
版
二
種
を
中
国
お
よ
び
台
湾
の
図
書
目
録
中
に
見

（
一
三
一
）

出
し
、
現
地
調
査
の
概
略
を
簡
報
し
た
。
さ
ら
に
最
近
に
至
り
、
各
々
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
っ
て
本
報
で

は
以
下
に
、
元
・
部
珍
刊
本
の
版
式
・
現
状
等
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
次
に
そ
の
出
版
年
代
・
伝
本
経
緯
・
特
徴
に
考
察
を
加
え
、
当
版

の
価
値
の
論
究
を
試
み
る
。

な
い
。

〔
現
状
〕

分
二
冊
。

（
一
一
）

北
京
大
学
図
書
館
、
李
・
三
五
○
四
。

〔
版
式
〕

〔
所
蔵
〕

｜
調
査
結
果
元
・
都
珍
刊
本
（
図
１
右
上
）

各
冊
、
縦
約
二
四
・
五
四
横
約
一
五
・
七
叫
四
つ
目
綴
。
第
一
冊
は
都
珍
序
・
宋
臣
序
・
目
録
・
本
文
巻
上
、
第
二
冊
は
本
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文
巻
中
・
下
の
順
に
綴
じ
る
。
表
紙
は
現
装
で
は
な
い
。

両
冊
の
全
葉
す
べ
て
が
二
度
総
裏
打
さ
れ
、
第
二
冊
は
巻
下
第
二
’
二
○
葉
と
後
表
紙
の
上
小
口
か
ら
版
心
上
部
周
辺
に
か
け
て
破
損
し

未
修
復
。
全
書
的
に
刷
り
の
薄
い
文
字
や
誤
刻
と
判
断
を
受
け
た
文
字
が
墨
筆
で
直
さ
れ
、
一
部
は
朱
筆
で
句
読
点
が
打
た
れ
る
。

巻
上
末
葉
の
余
白
に
は
以
下
の
楊
守
敬
の
自
筆
識
語
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

「
金
置
要
略
、
以
明
趙
開
美
倣
宋
本
為
最
佳
。
次
則
南
橋
本
。
然
皆
流
伝
絶
少
。
医
統
本
則
脱
誤
至
多
。
此
元
刊
本
与
趙
本
悉
合
。
尤
為

希
有
之
籍
。
光
緒
丁
酉
三
月
、
得
見
干
上
海
寄
観
閣
、
因
記
。
宜
都
楊
守
敬
」
。

目
録
第
一
葉
に
①
「
哀
廷
檮
印
」
、
②
「
寿
階
」
、
③
「
寄
居
南
園
」
。
巻
上
第
一
葉
に
④
「
徐
□
□
」
、
⑤
「
孫
従
添
印
」
、
⑥
「
慶
増
」
、
⑦

「
楊
守
敬
印
」
、
⑧
「
木
犀
軒
蔵
書
」
、
⑨
「
北
京
大
学
蔵
」
、
⑩
「
李
盛
鐸
印
」
、
⑪
「
木
斎
宋
元
秘
笈
」
。
巻
上
末
葉
オ
モ
テ
に
⑫
「
李
湧
」
、

⑬
「
少
微
」
。
同
葉
ウ
ラ
に
⑨
、
⑦
。
巻
中
第
一
葉
に
⑭
「
五
硯
楼
」
、
⑤
、
⑥
、
⑮
「
石
芝
」
、
⑯
「
得
者
宝
之
」
、
⑧
、
⑰
「
李
盛
鐸
印
（
⑩

と
は
別
印
）
」
、
⑱
「
木
斎
」
、
⑨
・
巻
下
第
一
葉
に
⑲
「
五
硯
楼
（
⑭
と
は
別
印
）
」
、
⑤
、
⑥
、
⑯
、
⑳
「
上
善
堂
」
。
巻
下
末
葉
に
⑨
、
②
、

⑳
「
貞
節
堂
図
書
印
」
、
⑳
「
石
芝
山
房
」
。

（
一
）
出
版
年
代

本
書
に
い
わ
ゆ
る
刊
記
は
見
え
ず
、
そ
れ
よ
り
直
接
に
刊
年
・
刊
者
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
巻

頭
の
鄙
珍
序
後
半
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
僕
、
幼
く
し
て
医
書
を
嗜
み
、
秀
ら
群
隠
を
索
む
。
乃
ち
肝
の
丘
氏
に
獲
、
遂
に
前
の
十
巻
と
表
裏
相
資
す
る
を
得
。
こ
れ
を
学
ぶ
者
、

動
き
肘
を
型
く
を
免
か
る
。
鳴
呼
、
張
茂
先
が
嘗
て
言
う
。
神
物
終
に
は
ま
さ
に
合
あ
る
べ
し
と
は
こ
の
書
な
り
。
い
ず
く
ん
ぞ
知
ら
ん
、

お
ど
る

希
有
之
籍
。

〔
蔵
書
印
記
〕

二
季
毎
蓉
不
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一
方
、
版
式
の
調
査
報
告
に
記
し
た
ご
と
く
、
本
書
の
巻
上
第
三
・
四
葉
の
二
丁
だ
け
は
他
葉
に
く
ら
べ
匡
郭
の
縦
が
や
や
長
い
。
か
つ
書

体
も
明
瞭
に
異
な
り
、
他
の
い
わ
ゆ
る
趙
松
雪
（
孟
頻
）
体
で
な
く
よ
り
後
代
の
字
様
で
あ
る
。
原
因
は
都
珍
原
刻
の
当
該
版
木
が
そ
の
後
に

欠
落
な
い
し
破
損
の
た
め
、
そ
の
二
丁
を
補
刻
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
補
刻
の
後
に
印
行
さ
れ
た
の
が
本
書
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
本
書
の
刷
り
の
現
状
か
ら
み
て
、
補
刻
部
よ
り
原
刻
部
に
版
木
の
摩
滅
が
顕
著
な
こ
と
も
当
経
緯
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
補

版
の
字
様
や
版
木
の
常
識
的
な
保
存
年
数
等
を
勘
案
す
る
と
、
本
書
の
印
行
（
揚
印
）
年
は
部
珍
の
原
刻
を
数
百
年
以
上
隔
て
る
こ
と
は
ま
ず

な
く
、
恐
ら
く
元
未
明
初
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

き
ざ

待
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
今
に
合
い
顕
れ
ざ
る
を
。
故
に
敢
て
秘
さ
ず
、
特
に
諸
梓
に
勒
糸
、
四
方
と
こ
れ
を
共
に
す
。
（
中
略
）
後
至
元
庚

辰
歳
七
夕
日
。
樵
川
・
玉
侃
・
鄙
珍
、
敬
ゑ
て
序
す
」
（
原
漢
文
）
。

鄙
珍
の
事
跡
は
未
詳
で
あ
る
が
、
本
自
序
に
よ
る
と
姓
は
都
、
名
を
珍
、
樵
川
・
玉
侃
は
そ
の
字
と
号
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
序
文
よ
り
、

部
珍
は
当
時
久
し
く
通
行
し
て
い
な
か
っ
た
『
金
置
要
略
』
を
丘
氏
よ
り
入
手
。
そ
こ
で
ふ
た
た
び
世
に
紹
介
す
る
た
め
、
元
の
後
至
元
六
年

二
四
）

（
一
三
四
○
）
に
刊
行
の
序
を
記
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
本
序
は
趙
開
美
本
に
転
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
巻
頭
に
附
刻
さ
れ
る
点
の
承
で
本
書
を
に
わ
か
に
元
の
部
珍
刊
本
と
断
定
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
本
書
の
部
珍
序
（
図
１
下
）
は
趙
開
美
本
の
そ
れ
と
異
な
り
、
字
様
が
部
珍
の
自
筆
か
と
疑
わ
れ
る
行
書
を
そ
の
ま
ま
刻
し
た
写

刻
体
で
あ
る
。
し
か
も
序
の
末
尾
に
は
、
趙
開
美
本
に
は
な
い
「
樵
川
部
氏
」
「
珍
」
な
ど
部
珍
自
身
の
印
記
が
刻
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

（
一
五
）

本
書
全
体
の
版
式
・
書
体
は
、
元
代
を
中
心
に
宋
末
か
ら
明
初
に
か
け
て
の
建
安
刊
本
の
特
徴
を
よ
く
備
え
て
い
る
。

先
に
掲
げ
た
ご
と
く
、
楊
守
敬
は
濤
躍
な
く
本
版
を
元
刻
と
鑑
定
し
て
い
る
。
楊
守
敬
の
書
誌
学
的
鑑
識
眼
は
、
本
邦
き
っ
て
の
中
国
書
誌

（
一
一
ハ
）
（
一
一
）

学
者
・
長
沢
規
矩
也
を
し
て
高
く
評
価
せ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
北
京
大
学
図
書
館
蔵
李
氏
書
目
』
も
本
版
を
元
刻
本
と
判
定
す

る
。
同
書
は
中
国
版
本
学
の
雄
、
趙
万
里
の
指
導
下
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
版
を
元
刻
と
見
る
の
は
書
誌
学
界
の
常
識
と
す
る
と
こ
ろ
で

ある
るC
O目
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他
方
、
明
初
の
永
楽
六
年
（
一
四
○
八
）
に
完
成
し
た
『
永
楽
大
典
』
の
現
存
本
中
、
第
一
三
八
七
九
巻
と
第
一
四
九
四
七
巻
に
は
「
張
仲

（
一
九
）

景
金
置
方
論
」
と
明
記
の
文
章
が
計
四
回
引
用
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
四
回
の
引
用
文
で
そ
の
底
本
を
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し

『
永
楽
大
典
』
は
主
に
明
政
府
の
蔵
書
を
基
に
編
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
立
年
か
ら
し
て
所
引
文
献
の
大
部
分
が
宋
元
の
刊
・
写
本
に
か
か

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
「
張
仲
景
金
直
方
論
」
と
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
く
特
徴
も
あ
る
の
で
、
『
永
楽
大
典
』
所
引
本
が
鄙
珍
本

で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
朝
鮮
李
朝
・
成
宗
八
年
（
一
四
七
七
）
刊
の
『
医
方
類
聚
』
各
門
に
は
、
「
金
直
方
」
と
明

（
二
○
）
（
二
一
）
（
一
三
）

示
し
た
引
用
文
が
四
三
回
見
ら
れ
る
。
こ
の
引
用
底
本
に
つ
い
て
多
紀
元
堅
・
小
島
尚
真
は
共
に
宋
元
の
刻
本
と
推
定
し
、
尚
真
は
さ
ら
に

（
一
一
言
一
）

「
文
字
の
精
善
た
る
こ
と
、
殆
ど
通
行
諸
本
の
上
に
在
り
」
（
原
漢
文
）
、
と
評
す
る
。
そ
こ
で
『
医
方
類
聚
』
所
引
「
金
直
方
」
逸
文
を
精
査

し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
完
全
に
鄙
珍
本
の
文
字
と
一
致
し
た
。
す
な
わ
ち
「
金
直
方
」
と
い
い
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
く
点
か
ら

（
二
四
）

も
、
『
医
方
類
聚
』
所
引
本
が
鄙
珍
本
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
い
。
と
同
時
に
、
『
医
方
類
聚
』
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
世
宗
二
十
五
年

性
が
高
い
。
し
か
し
そ
れ
以
外
（

と
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
二
）
鄙
珍
本
の
伝
承

後
述
す
る
が
、
都
珍
本
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一
つ
に
書
名
に
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
き
、
「
（
新
編
）
金
直
方
論
」
と
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
特
徴
を
手
掛
か
り
に
、
ま
ず
都
珍
本
の
伝
承
記
録
を
求
め
て
み
た
い
。

中
国
歴
代
の
目
録
害
中
、
書
名
を
「
金
置
要
略
」
と
せ
ず
「
金
置
方
論
」
と
箸
録
す
る
も
の
に
、
明
政
府
の
蔵
書
目
録
『
文
淵
閻
書
目
』

（
一
七
）

（
一
四
四
一
成
）
と
、
明
・
葉
盛
の
『
茶
竹
堂
書
目
』
が
あ
る
。
筆
者
ら
の
調
査
に
よ
る
と
、
都
珍
本
以
外
に
「
要
略
」
の
二
字
を
書
名
に
欠

（
一
八
）

く
版
本
は
発
見
さ
れ
な
い
。
か
つ
葉
盛
も
明
初
の
人
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
両
書
目
に
記
録
さ
れ
た
「
金
直
方
論
」
は
鄙
珍
本
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
諸
家
蔵
書
目
中
に
は
「
金
直
方
論
」
の
書
名
が
見
え
ず
、
し
た
が
っ
て
鄙
珍
本
は
明
初
以
降
す
で
に
希
親
書

以
上
の
検
討
よ
り
、
こ
の
北
京
大
学
図
書
館
蔵
『
新
編
金
置
方
論
』
は
一
三
四
○
年
都
珍
序
刊
、
元
未
明
初
間
の
修
印
本
と
考
定
し
得
る
。
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（
三
）
・
北
京
大
学
蔵
部
珍
本
の
伝
本
経
緯

本
書
す
な
わ
ち
北
京
大
学
蔵
本
自
身
の
伝
承
経
緯
は
、
各
部
に
押
さ
れ
た
蔵
書
印
記
よ
り
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る

と
、
各
々
二
種
の
「
李
盛
鐸
印
」
「
五
硯
楼
」
を
含
め
計
二
二
種
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
う
ち
、
明
確
に
姓
名
が
判
読
で
き
た
の
は
哀
廷
檮
・

孫
従
添
・
楊
守
敬
・
李
盛
鐸
・
李
湧
の
五
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
各
者
の
事
跡
等
を
調
べ
る
と
、
各
蔵
書
印
記
の
所
属
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
二
五
’
二
七
）

哀
廷
檮
の
字
は
寿
階
、
呉
県
の
出
身
、
清
初
の
人
で
あ
る
。
宋
元
本
な
ど
万
巻
の
書
を
蔵
し
、
室
名
を
五
硯
楼
・
貞
節
堂
と
称
し
た
。
す
な

わ
ち
、
蔵
書
印
記
の
調
査
報
告
に
記
し
た
①
②
⑭
⑲
＠
の
五
種
は
哀
廷
檮
の
印
記
と
判
断
さ
れ
る
。

孫
従
添
は
常
熟
の
出
身
、
字
を
慶
増
、
石
芝
と
号
し
た
。
医
を
業
と
し
、
傍
ら
集
書
を
好
承
万
巻
を
蔵
し
た
と
い
う
。
蔵
耆
室
を
上
善
堂
と

（
二
八
’
三
○
）

称
し
、
所
蔵
害
に
は
皆
「
得
者
宝
之
」
の
一
印
が
押
さ
れ
た
。
著
書
に
は
『
活
人
精
論
』
『
石
芝
遺
話
』
『
上
善
堂
書
目
』
『
春
秋
経
伝
類
求
』

な
ど
が
あ
り
、
各
々
の
撰
述
年
よ
り
清
・
乾
隆
年
間
に
か
け
て
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
の
蔵
書
印
記
中
、
⑤
⑥
⑮
⑯
⑳

⑳
の
六
種
は
す
べ
て
孫
従
添
の
印
記
と
判
断
さ
れ
る
。

（
二
一
一
、
言
一
一
一
）

楊
守
敬
（
一
八
三
九
’
一
九
一
五
）
、
字
は
怪
吾
、
宜
都
の
出
身
で
あ
る
。
そ
の
旧
蔵
医
書
に
つ
い
て
は
筆
者
ら
の
報
告
が
あ
る
が
、
本
書

に
も
⑦
「
楊
守
敬
印
」
一
種
が
押
さ
れ
、
楊
守
敬
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
た
現
状
調
査
報
告
に
前
記
し
た
巻
上
末
葉
の

識
語
に
よ
る
と
、
楊
守
敬
は
清
の
光
緒
丁
酉
二
十
三
年
（
一
八
九
七
）
三
月
に
、
当
書
を
上
海
の
寄
観
閣
に
て
発
見
・
入
手
し
て
い
る
。
他

（
三
一
三
一
）

方
、
楊
守
敬
が
光
緒
二
十
七
年
（
一
九
○
一
）
に
刊
行
し
た
『
留
真
譜
初
編
』
に
は
『
金
置
要
略
』
三
版
種
の
書
影
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、

（
七
）

各
々
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。
か
つ
元
刊
本
と
見
ら
れ
る
一
種
（
図
１
左
上
）
に
つ
い
て
は
、
『
経
籍
訪
古
志
』
や
楊
守
敬
の
『
日
本
訪
書

（
三
四
）
（
三
五
）

志
』
に
も
該
当
の
記
述
が
な
く
、
筆
者
ら
は
当
初
そ
の
信
愚
性
に
い
く
分
の
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
図
１
右
上
と
左
上
の
照
合
か
ら
首

ご

（
一
四
四
三
）
に
は
、
都
珍
本
が
朝
鮮
に
伝
播
し
て
い
た
事
実
も
知
ら
れ
よ
う
。
都
珍
本
は
こ
れ
以
降
、
趙
開
美
が
『
金
置
要
略
』
を
『
仲
景

全
書
』
（
一
五
九
九
序
）
に
編
入
す
る
際
の
主
底
本
と
し
た
の
を
最
後
に
、
そ
の
姿
は
近
代
ま
で
表
舞
台
よ
り
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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肯
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
の
披
見
よ
り
『
留
真
譜
』
所
収
害
影
の
一
種
は
都
珍
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

李
盛
鐸
（
一
八
五
八
’
一
九
三
七
）
は
木
斎
と
号
し
、
徳
化
の
出
身
。
明
治
三
十
一
１
三
十
四
年
に
来
日
し
お
び
た
だ
し
い
善
本
古
籍
を
購

求
、
ま
た
官
位
を
利
用
し
多
量
の
敦
埋
文
書
を
窃
取
・
売
却
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
室
名
を
木
犀
軒
と
称
し
、
そ
の
膨
大
な
蔵
書
の
ほ
ぼ
す

べ
て
は
没
後
の
民
国
二
十
八
年
（
一
九
三
九
）
、
第
一
○
子
・
李
涛
（
字
は
少
微
）
の
手
を
経
て
北
京
大
学
の
購
入
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
現

（
三
六
、
三
七
）

在
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
⑧
⑩
⑪
⑰
⑱
の
五
種
は
李
盛
鐸
、
⑫
⑬
の
二
種
は
李
涛
の
印
記
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
、
蔵
書
印
記
お
よ
び
識
語
等
の
検
討
よ
り
、
本
書
は
哀
廷
梼
・
孫
従
添
・
寄
観
閣
・
楊
守
敬
・
李
盛
鐸
・
李
湧
な
ど
の
手
を
約
二
百
数

十
年
に
わ
た
り
流
転
し
た
後
、
北
京
大
学
図
書
館
の
蔵
に
帰
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

当
書
名
は
通
行
諸
版
と
異
な
り
「
新
編
」
の
二
字
が
多
く
、
ま
た
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
き
、
『
新
編
金
置
方
論
』
に
作
る
。
こ
の
書
名
の

記
載
は
林
億
序
首
、
目
録
首
・
尾
、
巻
上
首
・
尾
、
巻
中
首
・
尾
、
巻
下
首
・
尾
に
す
べ
て
共
通
し
、
林
億
序
尾
の
承
「
金
置
方
論
序
」
と
刻

ま
ず
「
新
編
」
の
二
字
で
あ
る
が
、
当
版
以
外
に
も
明
・
無
名
氏
刊
本
、
明
・
愈
橋
刊
本
、
明
・
徐
錆
校
刊
本
（
一
箇
所
の
み
）
な
ど
の
書

（
三
八
）

名
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
理
由
を
森
立
之
は
次
の
よ
う
に
考
証
し
て
い
る
。

「
そ
の
新
編
の
二
字
を
冠
す
る
は
、
必
ず
こ
れ
宋
板
の
面
目
。
命
橋
本
も
全
く
同
。
凡
そ
宋
臣
校
書
の
例
、
旧
本
に
拠
り
校
正
を
加
ぅ
る

も
の
、
曰
く
重
校
素
間
。
曰
く
重
修
広
韻
。
曰
く
重
定
開
宝
本
草
。
金
置
の
如
き
は
、
則
ち
抄
本
に
就
き
校
し
て
一
言
と
成
す
。
又
た
諸
家

（
四
）
部
珍
本
の
特
徴

こ
の
部
珍
本
に
は
現
在
通
行
の
諸
版
に
見
ら
れ
ぬ
特
徴
が
多
い
。
そ
こ
で
各
特
徴
を
以
下
に
列
挙
し
、
各
為
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
鄙
珍
本
の
価
値
を
考
察
し
て
み
た
い
。

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
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の
方
に
散
在
す
る
を
採
り
、
逐
篇
の
末
に
附
す
。
題
し
て
新
編
と
日
う
所
以
な
り
」
（
原
漢
文
）
。

林
億
ら
の
序
に
よ
れ
ば
、
『
金
置
要
略
』
北
宋
祖
刊
本
の
底
本
と
な
っ
た
写
本
は
、
著
し
い
混
乱
と
欠
落
の
生
じ
て
い
た
節
略
書
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
復
元
と
称
し
て
過
言
な
い
ま
で
の
校
訂
・
増
補
を
加
え
、
一
変
し
た
害
と
し
て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
新
た
に
編
纂
し
た

意
味
で
、
書
名
に
「
新
編
」
と
上
付
す
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
書
名
で
他
言
と
判
別
す
る
場
合
、
「
新
編
」
の
有
無
に
大
き
な
価

値
は
な
く
、
引
用
や
書
名
の
記
録
で
は
第
一
に
省
略
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
諸
家
目
録
の
記
載
や
多
く
の
通
行
版
本
に
、
「
新
編
」
の
二
字
を

欠
く
の
は
恐
ら
く
こ
の
理
由
に
よ
る
。
と
も
あ
れ
、
「
新
編
」
を
書
名
に
冠
す
る
こ
と
は
北
宋
祖
刊
本
の
旧
態
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

次
に
「
要
略
」
の
二
字
を
当
書
名
に
欠
く
点
で
あ
る
。
林
億
ら
の
序
で
は
校
訂
後
の
書
名
を
「
旧
に
依
り
名
づ
け
て
金
置
方
論
と
日
う
」

（
原
漢
文
）
と
い
い
、
「
要
略
」
の
二
字
を
記
さ
な
い
。
当
該
部
分
の
字
句
は
全
版
本
で
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
北
宋
祖

刊
本
の
書
名
に
「
要
略
」
の
二
字
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
要
略
」
を
書
名
に
欠
く
版
本
は
部
珍
本

が
唯
一
で
あ
り
、
こ
の
点
は
少
を
検
討
を
必
要
と
す
る
。

（
八
）

北
宋
政
府
校
正
医
書
局
に
よ
る
一
連
の
校
刊
医
薬
言
中
、
『
金
置
要
略
』
の
初
刊
（
大
字
本
）
は
治
平
三
年
（
一
○
六
六
）
で
あ
る
。
そ
し

（
三
九
）
（
四
○
）

て
①
一
○
六
六
年
以
前
に
刊
行
の
『
図
経
本
草
」
（
一
○
六
二
）
は
、
『
金
置
要
略
』
の
類
文
を
「
張
仲
景
治
雑
病
方
」
な
ど
と
記
し
て
引
用
し

（
四
一
）
（
四
二
）

て
い
る
。
同
じ
く
『
金
置
要
略
』
以
前
の
一
○
六
五
年
に
初
刊
の
『
傷
寒
論
』
宋
臣
注
は
、
類
文
を
「
仲
景
雑
方
」
と
引
用
す
る
が
、
い
ず
れ

（
四
三
）

に
し
て
も
『
金
置
要
略
』
と
類
似
の
書
名
は
両
書
中
に
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
②
『
金
置
要
略
』
初
刊
と
同
年
に
校
刊
さ
れ
た
『
千
金
方
』
宋

（
四
四
）
（
四
五
）
．
（
四
六
）
（
四
七
）
（
四
三
）

臣
注
に
は
「
金
置
要
略
」
「
要
略
」
、
一
○
六
八
年
に
校
訂
の
『
脈
経
』
宋
臣
注
に
は
「
要
略
」
、
一
○
六
八
年
頃
校
刊
の
『
素
問
』
宋
臣
注
に

（
四
八
）

は
「
金
置
要
略
」
と
記
し
て
『
金
置
要
略
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
③
『
脈
経
』
に
後
附
さ
れ
る
紹
聖
元
年
（
一
○
九
四
）
の
国
子
監
牒

（
九
）

文
は
、
小
字
本
と
し
て
再
刻
す
べ
き
医
薬
書
五
種
を
挙
げ
、
そ
の
一
つ
を
「
金
置
要
略
方
」
と
記
し
て
い
る
。
④
北
宋
・
朱
肱
の
『
（
重
校
証
）

（
四
九
）
（
五
○
）
（
五
ご

活
人
書
』
（
二
一
八
年
序
）
の
本
文
と
細
字
注
文
、
ま
た
金
・
成
無
己
の
『
傷
寒
明
理
論
』
（
二
四
二
年
序
）
の
本
文
と
『
注
解
傷
寒
論
』

（
五
二
）
（
五
三
）

（
二
四
四
年
序
）
の
注
文
中
に
は
、
い
ず
れ
も
「
金
置
要
略
云
」
「
金
置
要
略
日
」
と
記
す
引
用
文
が
見
ら
れ
る
。
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以
上
、
①
よ
り
本
書
は
林
億
ら
の
校
刊
以
降
は
じ
め
て
「
金
置
要
略
」
な
ど
と
通
称
さ
れ
、
②
よ
り
そ
の
祖
刻
版
（
大
字
本
）
、
③
よ
り
再

刻
版
（
小
字
本
）
、
④
よ
り
北
宋
末
ｌ
金
初
間
通
行
本
は
み
な
、
書
名
に
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
い
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
知
さ
れ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、
都
珍
本
の
書
名
に
「
要
略
」
を
欠
く
点
は
北
宋
祖
版
の
旧
態
で
は
な
く
、
都
珍
も
し
く
は
そ
れ
に
至
る
間
の
改
変
と
考
え
ら

れ
る
。そ

の
二

都
珍
本
の
第
二
の
特
徴
は
、
宋
臣
序
に
続
け
四
字
低
害
（
六
行
・
行
一
七
字
）
で
撰
者
無
記
の
小
文
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の

小
文
は
現
在
通
行
し
て
い
る
中
国
・
台
湾
・
日
本
刊
行
の
諸
活
字
版
に
は
見
え
な
い
が
、
都
珍
本
以
外
に
明
・
無
名
氏
本
、
明
・
命
橋
本
、

（
五
四
）

明
・
趙
開
美
本
、
お
よ
び
後
二
版
の
和
刻
本
も
同
様
に
宋
臣
序
後
に
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
多
紀
元
簡
が
す
で
に
指
摘
す
る
ご
と
く
、
当
小
文
全

（
五
五
）

九
七
文
字
の
前
半
部
は
葛
洪
の
「
葛
仙
翁
肘
後
備
急
方
序
」
の
一
部
分
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
類
似
部
分
の
冒
頭
と

末
尾
が
葛
洪
の
序
と
異
な
り
、
各
を
「
仲
景
金
置
録
・
・
・
」
「
・
・
諸
経
の
筋
髄
を
棟
選
し
、
以
て
方
論
一
編
と
為
す
」
（
原
漢
文
）
、
と
記
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
林
億
ら
は
『
金
置
要
略
』
の
序
に
、
当
害
校
刊
の
底
本
と
し
た
の
は
傷
寒
部
分
も
含
む
節
略
写
本
「
仲
景
金
置
玉
函
要
略
方
三

（
五
六
）

巻
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
金
置
玉
函
経
』
の
宋
臣
序
で
は
、
「
王
叔
和
撰
次
の
書
、
仲
景
に
金
置
録
の
あ
る
に
縁
り
、
故
に

金
置
玉
函
を
以
て
名
づ
く
。
宝
び
て
こ
れ
を
蔵
す
の
義
を
取
る
な
り
」
（
原
漢
文
）
、
と
も
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
林
億
ら
の
所
説
と
当

小
文
の
符
合
、
お
よ
び
そ
の
附
刻
さ
れ
た
位
置
・
書
式
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
当
小
文
は
林
億
ら
が
北
宋
祖
版
の
底
本
と
し
た
節
略
写
本
に
当

（
五
七
）

初
よ
り
附
記
さ
れ
て
い
た
文
章
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
唐
末
に
節
略
害
を
作
成
し
た
者
の
所
撰
、
と
す
る
元
簡
の
説
は

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
確
証
に
欠
け
る
推
測
と
評
さ
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
小
文
が
宋
臣
序
後
に
附
刻
さ
れ
て
い
る

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
垂

点
も
北
宋
祖
版
の
旧
態
と
考
え
ら
れ
る
。

ワ
て
の
三

都
珍
本
の
第
三
の
特
徴
は
林
億
ら
宋
臣
序
の
書
式
に
あ
る
。
宋
臣
序
は
『
金
置
要
略
』
の
由
来
・
校
訂
経
緯
・
内
容
等
を
た
だ
単
に
紹
介
す
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部
珍
本
の
第
五
の
特
徴
は
本
文
の
書
式
に
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
論
や
脈
・
証
の
記
述
を
行
頭
か
ら
書
く
も
の
と
一
宇
ま
た
は
二
字
下
げ
て

書
く
も
の
の
相
違
。
③
一
文
が
二
行
以
上
に
わ
た
る
場
合
、
第
二
行
目
以
下
を
行
頭
か
ら
書
く
も
の
と
、
一
字
下
げ
て
書
く
も
の
の
相
違
。
③

各
処
方
構
成
薬
物
記
載
の
前
行
に
記
さ
れ
る
処
方
名
の
文
字
が
、
黒
地
に
白
字
と
白
地
に
黒
字
の
二
種
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
傷
寒
論
』
や
『
金
置
玉
函
経
』
の
宋
臣
序
が
た
だ
校
訂
後
の
巻
数
・
篇
数
・
方
数
の
み
記
す
の
に
比
べ
、
『
金
置
要
略
』
の
宋

臣
序
は
校
訂
の
具
体
的
経
緯
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
書
名
に
「
新
編
」
の
二
字
が
冠
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
増
補
と
改
定

名
氏
本
、

と
評
し
、

そ
の
五

都
珍
本
の
第
四
の
特
徴
に
は
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
本
文
各
巻
頭
で
書
名
の
次
に
記
さ
れ
る
撰
編
者
名
を
林
億
・
王
叔
和
・
張
仲
景
の
順
に

配
列
し
、
通
行
諸
版
の
順
次
と
正
反
対
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
よ
り
後
代
の
人
物
が
前
置
さ
れ
て
い
る
こ
の
聿
冒
式
は
、
書
物
の
増
補
・

改
定
・
再
版
に
際
し
後
か
ら
加
え
た
序
等
を
順
次
前
置
し
、
そ
の
歴
年
の
編
成
過
程
を
明
示
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
当
書
式
は
他
に
明
・
無

（
七
）

名
氏
本
、
明
・
漁
橋
本
、
和
刻
前
橋
本
お
よ
び
そ
の
後
修
本
に
も
見
え
、
多
紀
元
簡
は
こ
れ
を
「
古
人
の
修
書
・
経
進
の
体
式
」
（
原
漢
文
）

と
評
し
、
前
述
し
た
書
名
上
の
「
新
編
」
、
宋
臣
序
の
書
式
と
と
も
に
宋
版
の
旧
態
と
認
め
て
い
る
。

る
た
め
だ
け
で
な
く
、
当
書
を
天
下
に
頒
行
す
る
こ
と
を
含
め
国
家
に
上
奏
す
る
目
的
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
君
主
・
国
家
等
に
関

す
る
字
句
に
つ
い
て
は
、
本
来
そ
れ
ら
へ
の
敬
畏
を
書
式
上
に
明
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宋
臣
序
中
に
は
、
敬
畏
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
し
て
「
国
家
」
「
主
上
」
「
太
子
」
の
三
字
句
が
見
ら
れ
る
が
、
部
珍
本
で
は
い
ず
れ
も
書
式
上
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
も
っ

と
も
敬
畏
す
べ
き
「
主
上
（
天
子
）
」
は
改
行
し
て
行
頭
に
置
く
平
撞
で
記
さ
れ
、
こ
れ
に
次
ぐ
「
国
家
」
と
「
太
子
（
皇
子
）
」
は
各
々
の
上

一
枡
に
文
字
が
記
さ
れ
ず
空
格
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
点
に
も
北
宋
祖
版
の
古
態
が
明
瞭
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
部
珍
本
と
同

一
の
書
式
で
記
さ
れ
た
宋
臣
序
は
明
・
無
名
氏
本
、
明
・
徐
熔
本
お
よ
び
そ
の
近
代
活
字
版
の
一
種
に
の
ぷ
見
え
る
。
し
か
し
他
の
全
版
本
は

種
々
の
混
乱
が
生
じ
、
宋
版
の
旧
態
が
大
部
分
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
四
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が
な
さ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
増
補
は
篇
末
に
加
え
ら
れ
て
い
る
「
附
方
」
の
み
な
ら
ず
、
「
或
は
証
あ
り
て
方
な
く
、
或
は
方

あ
り
て
証
な
し
」
（
原
漢
文
）
、
と
宋
臣
序
に
言
う
校
訂
前
原
写
本
の
欠
落
部
分
に
も
行
な
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
種
々
の
点
よ
り
鄙
珍
本
と
は
別
系
に
あ
る
明
・
無
名
氏
本
に
も
、
上
述
①
②
と
同
様
の
書
式
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
両
版
と
も
に
、
「
附

方
」
は
二
字
落
ち
の
書
式
に
よ
り
他
条
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
原
写
本
の
方
ま
た
は
証
の
片
方
の
欠
落
を
、
宋
臣
ら
が
校
訂
時
に
補
填

し
た
部
分
も
同
様
に
書
式
上
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
、
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
こ
で
「
附
方
」
以
外
の
部
分
に
お
い
て
①
ｌ
③
の
害

（
五
八
）
（
五
九
）

式
で
区
別
さ
れ
た
内
容
を
見
る
と
、
一
方
に
は
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
文
章
が
少
な
か
ら
ず
発
見
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
①
Ｉ
③
は
多
少
の
混
乱
が
あ
っ
て
そ
の
す
べ
て
は
信
用
し
か
ね
る
が
、
多
く
は
北
宋
祖
版
で
原
文
と
補
填
文
か
区
別
さ
れ
て
い
た
書
式
に
由

来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
通
行
の
全
版
本
は
、
こ
の
書
式
差
が
ほ
ぼ
識
別
不
能
な
ま
で
失
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
宋
臣
に
よ
る

「
附
方
」
以
外
の
増
補
校
訂
状
況
の
推
定
は
、
鄙
珍
本
と
明
・
無
名
氏
本
の
書
式
照
合
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
が
、
本
報
で
の
論
及
は
割

「
附
方
」
以

愛
し
た
い
。

以
上
、
鄙
珍
本
の
特
徴
を
、
一
、
書
名
、
二
、
宋
臣
序
に
後
附
さ
れ
る
小
文
、
三
、
宋
臣
序
の
書
式
、
四
、
各
巻
頭
に
お
け
る
撰
編
者
名
の

記
載
順
次
、
五
、
本
文
の
記
載
書
式
、
か
ら
考
察
し
た
。
そ
し
て
各
盈
に
は
、
北
宋
祖
版
の
古
態
が
他
版
よ
り
濃
厚
に
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
考
証
さ
れ
た
。
当
然
以
上
の
考
察
結
果
は
、
部
珍
本
の
本
文
自
体
に
も
宋
版
の
旧
態
が
多
く
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
事
実
、

現
存
他
版
と
比
較
す
る
と
、
都
珍
本
に
は
明
瞭
な
脱
文
・
脱
字
・
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
格
段
に
少
な
い
。
し
か
し
北
宋
祖
版
や
そ
の
忠
実

な
覆
刻
本
が
現
伝
し
な
い
以
上
、
本
文
字
句
の
正
確
度
を
測
る
す
べ
は
な
く
、
安
易
に
判
断
は
下
せ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
鄙
珍
本
は
北
宋
祖
刊

本
の
原
型
を
濃
厚
に
保
持
し
た
研
究
に
値
す
る
善
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

筆
者
ら
の
調
査
で
中
国
に
唯
一
発
見
さ
れ
た
元
・
都
珍
序
刊
本
は
、
元
未
明
初
間
に
補
刻
・
印
行
さ
れ
た
現
存
最
古
の
版
本
で
あ
る
。
さ
ら

総
括
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〔
本
稿
は
第
三
八
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
（
一
九
八
六
年
五
月
二
十
三
日
、
東
京
）
に
お
け
る
、
「
新
出
『
金
置
要
略
』
元
刻
本
の
文
献
学
的
検
討
」

と
題
し
た
発
表
を
敷
桁
し
た
も
の
で
あ
る
〕
。

謝
辞

本
調
査
に
あ
た
り
多
大
な
る
便
宜
を
は
か
ら
れ
た
郭
松
年
北
京
大
学
図
書
館
副
館
長
、
お
よ
び
醇
清
禄
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
長
に
深
謝
す
る
。
ま
た
本

調
査
研
究
費
用
の
一
部
は
当
究
研
室
の
矢
数
寄
金
に
よ
っ
た
。
矢
数
道
明
先
生
の
御
厚
意
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

に
当
版
は
、
か
つ
て
知
ら
れ
た
い
ず
れ
の
版
よ
り
濃
厚
に
北
宋
祖
版
の
旧
態
を
保
有
し
、
研
究
に
値
す
る
『
金
置
要
略
』
の
善
本
と
認
め
ら
れ

た
。文

献
お
よ
び
注

へへへへへへへへ

ロナL↓ノーミービフ責 五四三三
一当し習一嘗曹一

へへ

こ

曹曹

国
子
監
「
牒
文
」
『
（
影
宋
版
）
脈
経
』
（
影
印
本
）
一
○
一
頁
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
七
（
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年
）
所
収
。

真
柳
誠
「
『
金
置
要
略
』
和
刻
版
の
研
究
」
第
五
回
北
里
東
医
研
医
史
学
研
究
室
総
合
研
究
検
討
会
（
一
九
八
六
年
）
（
口
頭
発
表
）
一
．
日
本
医
史

学
雑
誌
』
に
投
稿
の
予
定
。

上
掲
文
献
（
四
）
、
一
九
五
頁
。

多
紀
元
簡
『
金
置
玉
函
要
略
方
論
輯
義
』
（
影
印
本
）
、
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
四
三
（
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○
年
）
所
収
、
二
五
頁
。

山
田
業
広
『
金
置
要
略
集
注
』
（
影
印
本
）
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
編
『
山
田
業
広
選
集
』
（
名
著
出
版
、
東

京
、
一
九
八
四
年
）
所
収
。
お
よ
び
同
書
に
付
録
の
真
柳
誠
「
幕
末
考
証
学
派
の
巨
峰
・
椿
庭
山
田
業
広
」
六
七
九
頁
を
参
照
．

森
立
之
『
金
置
要
略
孜
注
』
（
影
印
本
）
、
『
漢
方
原
典
孜
注
集
』
八
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
、
大
阪
、
一
九
八
六
年
）
所
収
、
五
頁
。

岡
西
為
人
『
中
国
医
書
本
草
考
』
三
二
頁
、
南
大
阪
印
刷
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
、
一
九
七
四
年
。

石
原
明
「
金
置
要
略
解
題
」
『
（
影
印
明
刊
）
金
置
要
略
』
四
頁
、
暗
原
書
店
、
東
京
、
一
九
七
三
年
。

任
応
秋
『
如
何
学
習
中
医
経
典
著
作
』
三
二
頁
、
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。

森
立
之
ら
『
経
籍
訪
古
志
』
（
影
印
本
）
、
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
五
二
（
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
一
年
）
所
収
、
三
九
四
頁
。
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二つつ口

巴ごロ己

（
一
五
）

（
一
六
）

（
一
壱
）

（
一
〈
）

（
一
九
）

（
一
一
つ
）

（
一
二
）

（
二
二
）

（
一
一
三
）

（
二
四
）

（
二
五
）

（
二
六
）

（
二
壱
）

（
二
〈
）

（
一
一
九
）

（
三
つ
）

（
三
一
）

（
三
二
）

北
京
大
学
図
聿
冒
館
『
北
京
大
学
図
聿
冒
館
蔵
李
氏
書
目
』
中
冊
二
七
頁
、
北
京
大
学
図
書
館
、
一
九
五
六
年
。

国
立
故
宮
博
物
院
『
国
立
故
宮
博
物
院
善
本
旧
籍
総
目
』
六
九
五
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
台
北
、
一
九
八
三
年
。

真
柳
誠
ら
「
『
金
置
要
略
』
の
古
版
二
種
に
つ
い
て
の
新
知
見
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
一
○
巻
二
号
、
一
○
四
’
一
○
六
頁
、
一
九
八
四
年
。

、
上
掲
文
献
（
一
）
、
一
六
頁
。
⑥
多
紀
元
胤
『
（
中
国
）
医
籍
考
』
（
翻
印
本
）
四
七
六
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
三
年
。
＠
岡

西
為
人
ら
『
宋
以
前
医
籍
考
』
三
八
三
頁
、
古
亭
書
屋
、
台
北
、
一
九
六
九
年
。

、
長
沢
規
矩
也
「
書
誌
学
論
考
」
『
長
沢
規
矩
也
著
作
集
』
第
一
巻
、
四
一
七
’
四
四
○
頁
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
。
⑤
魏
隠
儒
ら
原
著
、

波
多
野
太
郎
ら
訳
『
漢
籍
版
本
の
て
び
き
』
（
原
題
『
古
籍
版
本
鑑
定
叢
談
』
）
一
五
六
頁
、
東
方
書
店
、
東
京
、
一
九
八
七
年
。

長
沢
規
矩
也
「
楊
征
慢
吾
日
本
訪
耆
考
」
『
書
誌
学
』
八
巻
四
号
、
二
一
頁
、
一
九
三
七
年
。

来
新
夏
『
古
典
目
録
学
浅
説
』
一
三
三
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
一
年
。

張
廷
玉
ら
『
明
史
』
（
翻
印
本
）
四
七
二
一
’
四
七
一
西
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
七
四
年
。

萌
源
ら
『
永
楽
大
典
医
薬
集
」
（
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
六
年
）
の
八
九
二
一
・
九
一
○
・
九
二
・
九
四
一
頁
に
引
用
が
見
え
る
。

東
洋
医
科
大
学
「
医
方
類
聚
索
引
」
四
一
七
’
四
一
八
頁
、
東
洋
医
科
大
学
『
医
方
類
聚
』
重
刊
委
員
会
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
六
五
年
。

多
紀
元
堅
『
金
憧
玉
函
要
略
述
義
』
（
影
印
本
）
、
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
二
○
（
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
七
八
年
）
所
収
、
一
二
一
西
頁
。

台
北
・
故
宮
博
物
院
図
聿
昌
館
所
蔵
の
小
島
尚
真
手
沢
本
『
新
編
金
陛
要
略
方
論
」
（
旧
観
海
五
○
二
一
函
）
に
記
す
尚
真
の
識
語
。

金
礼
蒙
ら
『
医
方
類
聚
』
（
影
印
本
）
、
東
洋
医
科
大
学
『
医
方
類
聚
』
重
刊
委
員
会
、
ソ
ゥ
ル
、
一
九
六
五
年
。

三
木
栄
『
朝
鮮
医
書
誌
』
五
二
頁
、
学
術
図
書
刊
行
会
、
大
阪
、
一
九
七
三
年
。

呉
晧
『
江
湖
蔵
書
家
史
略
』
一
七
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
一
年
。

陳
乃
乾
ら
『
室
名
別
号
索
引
（
増
訂
本
）
』
一
七
三
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
二
年
。

楊
立
誠
ら
『
中
国
蔵
書
家
考
略
』
第
七
七
葉
オ
モ
テ
、
湘
江
省
立
図
書
館
、
一
九
二
九
年
。

永
溶
ら
『
四
庫
全
書
総
目
」
（
影
印
本
）
二
六
一
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
。

永
落
ら
『
四
庫
全
書
総
目
』
（
影
市

上
掲
文
献
（
二
五
）
、
一
六
九
頁
。

上
掲
文
献
（
二
七
）
、
第
六
八
葉
ゥ
ラ
。

小
曽
戸
洋
ら
「
漢
方
文
献
の
善
本
を
所
蔵
す
る
図
書
館
と
そ
の
利
用
法
・
二
」
『
薬
学
図
書
館
』
一
毛
巻
一
号
、
二
五
’
二
三
頁
、
一
九
八
二
年
。

真
柳
誠
「
清
国
末
期
に
お
け
る
日
本
漢
方
医
学
書
籍
の
伝
入
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
」
『
矢
数
道
明
先
生
喜
寿
記
念
文
集
』
六
四
二
丁
蚕
ハ
ー
頁
、
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（
四
二
）

（
四
三
）

（
四
四
）

（
四
五
）

（
四
表
）
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小
曽
戸
洋
「
『
脈
経
』
割
注
所
引
書
名
人
名
索
引
」
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
第
八
冊
四
一
八
頁
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年
。

篠
原
孝
一
ら
「
『
素
問
』
割
注
所
引
書
名
人
名
索
引
」
、
上
掲
文
献
（
四
七
）
、
一
三
六
頁
。

朱
肱
『
重
校
証
活
人
書
』
南
宋
刊
補
写
配
本
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
（
四
函
一
八
架
）
。

成
無
己
『
傷
寒
明
理
論
』
元
刊
影
宋
補
写
配
本
、
台
北
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
（
子
部
医
家
○
一
二
四
七
）
。

成
無
己
『
注
解
傷
寒
論
」
踏
寿
館
影
元
刊
本
（
一
八
三
五
年
）
、
矢
数
道
明
所
蔵
。

上
掲
文
献
（
四
九
）
、
六
巻
九
葉
ウ
ラ
・
六
巻
一
○
葉
ウ
ラ
・
九
巻
七
葉
ウ
ラ
ほ
か
。

上
掲
文
献
（
五
○
）
、
一
巻
一
二
葉
オ
モ
テ
ほ
か
全
九
箇
所
。
上
掲
文
献
（
五
一
）
、
一
巻
一
葉
ウ
ラ
ほ
か
全
三
六
箇
所
。

所
収
。

蘇
頌
「
本
草
図
経
序
」
『
経
史
証
類
大
観
本
草
』
（
影
印
本
）
巻
一
第
六
葉
ウ
ラ
、
廣
川
書
店
、
東
京
、
一
九
六
九
年
。

真
柳
誠
「
『
図
経
本
草
』
所
引
の
「
張
仲
景
医
圭
自
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
一
十
二
巻
二
号
、
九
四
’
九
六
頁
、
一
九
八
六
年
。

高
保
衡
ら
「
進
呈
割
子
」
（
『
（
宋
板
）
傷
寒
論
』
前
附
）
第
二
葉
オ
モ
テ
、
明
万
暦
刊
趙
開
美
本
『
仲
景
全
聿
昌
所
収
、
国
立
公
文
聿
胃
館
内
閣
文

庫
所
蔵
（
子
四
五
函
一
三
号
）
。

林
億
ら
「
宋
臣
注
文
」
、
上
掲
文
献
（
四
ご
巻
二
第
一
八
葉
ウ
ラ
。

上
掲
文
献
（
四
）
、
一
九
二
’
一
九
九
頁
。

林
億
ら
「
宋
臣
注
文
」
『
備
急
千
金
要
方
』
巻
三
第
一
七
葉
オ
モ
テ
ほ
か
、
江
戸
医
学
影
宋
刊
本
（
一
八
四
八
年
）
、
矢
数
道
明
所
蔵
。

上
掲
文
献
（
四
四
）
、
巻
八
第
三
九
葉
オ
モ
テ
ほ
か
。

高
保
衡
ら
「
進
呈
文
」
『
（
影
宋
版
）
脈
経
』
（
影
印
本
）
一
○
○
頁
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
七
（
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年
）

蘇
精
『
近
代
蔵
書
三
十
宗

上
掲
文
献
（
三
）
、
七
頁
。

楊
守
敬
『
留
真
譜
初
編
』
（
影
印
本
）
六
四
七
１
１
六
五
一
貢
、
広
文
書
局
、
台
北
、
一
九
六
七
年
。

楊
守
敬
『
日
本
訪
書
志
」
（
影
印
本
）
、
広
文
書
局
、
台
北
、
一
九
六
七
年
。

小
曽
戸
洋
「
漢
方
古
典
文
献
概
説
二
一
・
金
置
要
略
」
「
現
代
東
洋
医
学
』
四
巻
二
号
、
八
九
’
九
四
頁
、
一
九
八
三
年
。

商
務
印
書
館
『
敦
煙
遺
書
総
目
索
引
』
三
一
八
’
三
三
ハ
頁
、
中
華
害
局
、
北
京
、
一
九
八
三
年
。

蘇
精
『
近
代
蔵
書
三
十
家
』
一
豆
’
三
○
頁
、
伝
記
文
学
出
版
社
、
台
北
、
一
九
八
二
年
。

温
知
会
、
東
京
、
一
九
八
三
年
。

（72） 428



具
昏
①
《
曽
巨
旨
、
日
ペ
四
○
盲
①
。
）
】

目
篇
《
曽
昌
岨
日
民
秒
ｏ
盲
①
》
》
（
鮓
耐
澗
暴
）
〉
９
億
甘
四
辱
夛
弓
昌
①
目
ご
国
富
侭
Ｎ
冒
旨
聖
旨
的
（
淵
寺
那
）
胃
昏
①
囚
旦
具
吾
①

■

巳
●

ロ
○
口
叩
国
四
目
Ｑ
言
］
農
ご
）
葛
．
恩
坤
吋
胃
①
ｓ
席
Ｑ
２
己
百
号
房
寄
①
Ｑ
旨
昏
①
国
①
』
‐
酔
罠
飼
口
冠
旨
閉
昌
・
閏
ｇ
之
⑦
ぐ
日
．
）
号
①
日
置
旨
巴
国
①
』
‐

の
巨
冒
函
‐
①
Ｑ
一
号
〕
○
国
］
い
』
Ｏ
ｐ
ｍ
圏
冒
。
⑦
］
○
ｍ
骨
》
四
国
旦
画
』
］
○
由
弄
彦
①
旨
○
夛
之
己
寓
．
①
ぐ
四
斤
目
蒔
毎
①
〆
房
彦
画
く
①
貝
〕
○
局
①
○
局
庁
協
巨
昌
Ｑ
①
吋
的
○
国
①
民
営
亘
］
〕
①
局

昌
○
日
印
８
巨
○
旨
、
）
、
○
号
昌
号
①
扁
届
員
）
鴨
旨
目
巴
四
四
●
の
①
目
の
昌
乏
臣
。
写
蔚
曽
目
○
里
毎
舜
昏
昏
一
々
扁
函
①
９
幽
昏
①
日
侭
冒
色
ラ
ニ
『
○
鼻

、

目
彦
①
で
儲
①
開
旨
痔
四
目
昏
○
尉
画
四
ぐ
①
目
色
」
①
月
、
①
胃
の
毎
旨
８
①
〆
国
目
①
Ｑ
旨
○
旨
、
甘
］
四
℃
四
国
》
○
冨
旨
画
四
口
色
目
日
芝
四
国
》
四
旨
竺

冒
ぐ
①
守
口
冒
具
○
国
①
○
丘
＆
旨
○
眉
目
四
目
＆
《
《
×
旨
匡
四
目
観
侭
昌
思
侭
旨
旨
》
》
（
謝
謝
俳
闘
計
鄙
）
．
目
宮
堕
討
営
冨
、
旨
①
ぐ
曾
冨
⑦
巨

冒
⑥
日
５
目
①
ｇ
す
ご
い
。
彦
○
置
厨
画
旨
Ｑ
①
×
勗
屋
８
甘
門
麗
葛
①
冑
５
冬
）
Ｏ
旨
与
冒
号
①
砲
①
底
目
的
己
昌
ぐ
角
留
ご
目
宮
・
図
星
．
○
○
易
①
‐

■

○

口

ヘヘヘヘヘヘ
五三五五五三
ナ山ノーk・セゴフ言三区ヨ
曹習－ｰ曹習シ

巨
匡
ぢ
ぬ
時
画
巨
］
旨
巴
の
目
・
『
９
９
①
《
《
］
旨
い
昌
国
四
○
旨
①
〉
》
（
号
①
』
召
．
門
①
己
○
員
）

ｌ
弓
常
：
〆
旨
三
国
ロ
津
眉
昌
思
侭
冒
冒
ご
宮
９
号
ａ
ご
胃
信
号
ｇ
員
具
胃
竜
呂
屋
号
ｇ
の
ｑ
１

町

葛
洪
ら
『
葛
仙
翁

林
億
ら
「
校
正
令

上
掲
文
献
（
一
）
、

孫
思
迩
『
備
急
千

王
壽
『
（
宋
版
）
画

上
掲
文
献
（
一
）
、
一
五
頁
。

葛
洪
ら
『
葛
仙
翁
肘
後
備
急
方
』
（
影
印
本
）
三
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
六
年
。

林
億
ら
「
校
正
金
置
玉
函
経
疏
」
『
金
置
玉
函
経
』
（
影
印
本
）
六
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
五
年
。

『
備
急
千
金
要
方
』
江
戸
医
学
影
宋
刊
本
（
一
八
四
八
年
）
、
矢
数
道
明
所
蔵
。

宋
版
）
外
台
秘
要
方
』
（
影
印
本
）
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
（
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年
）
所
収
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

八
頁
。

昌
鼻
Ｏ
８
冒
疹
閨
少
ｚ
シ
①
揮
国
胃
○
、
宮
尻
Ｏ
ｍ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

び
くへ
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quently,wehavemadeabibliographicalstudyofthisedition.Fromthisstudy,theibllowingconclusions

havebeenmade:

1)ThiseditionwasfirstpublishedbyDengZhen(都珍)accordingtohisprefacewritteninl340,

andthetextinquestionwaspresumablyprintedusingwoodcutsbetweentheendoftheYuandynasty

andtheearlyMingdynasty,whichmeansthatitistheoldestextanttextofthe::JinguiYaolue."

2)ThebookibundinthePekingUniversityLibraryhasbeentransfbrredfi､omonetotheother

amongatleast5diffbrentfamousbook-collectorssincetheearlyMingdynasty.

3)ThistextpreservestheoriginalfbrmsandstylesoftheBei-Sung-editionofthe&@JinguiYaolue''
a

1nmanyrespects･

ThesefactssugJstthattheDeng-Zhen-editionisthebibliographicallybestextanttextofthe@@Jingui

YaOlue.''

つ
め
罰

（
却
腰
）


